
The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

少年院とその 周辺

一 施設収 容を経験す る人 々 の 語 りを事例 と して一

都島　梨紗 （名古屋大学大学院）

1．問題設定

　本報告 の 目的は ， 少郷 完収容を経験した元非

行少年によ る視点か ら，少年院における，非行

少年へ の 「管理」 の テクノロ ジー
を整理す るこ

とで ある。

　少年院は，非行少年を施設に収容する とい う

目的とともに，少年 の 心身 の 健全育成を 目的 と

し，犯罪 リス ク削減を目指す施設で ある。そ の

た め に，少年院で は矯正教育を実施 して い る。

　この ような 目的を掲げ る少年院は，犯罪 リス

クの 「管軸 とい う視点か ら言 えば，少年を社

会か ら切 り離す こ とで 社会秩序 の 「管理」をし，

少年自身に対 し教育を施す こ とで 少年の 自己 の

厂管理 」 をする。つ ま り少年院は，二 重 の 「管

理 」 構造を持 つ 施設 と して，捉 えなお す こ とが

可能なの である。

　本報告 で は，少年院を，二 重の 「管理 」 構造

を有する こ とで ， 犯罪リス クに対峙して きた施

設 と して 位置付ける。そ の うえで，少年院 に お

ける 「管理」 の テクノロ ジー
としての 矯正教育

に つ い て整 理 を試 み る。

2．少年院における 「管理 」

　犯罪リス ク を 「管理 」するテ ク ノ ロ ジー
とし

て の 少年院教育，とい う視点か ら，少年院教育

に関す る先行研究を検討する と，大きく 2 つ に

分類する こ とがで きる。例えば広 田他（2009）や

古賀（2009）は，少年院の集団指導や教育評価を

題材 に，少年が収容され て い る施設内 の 教育環

境を 「管理」 するテクノ ロ ジ
ー

につ い て 明らか

に して い る。

　また，稲葉（2009）や仲野（2008）は，少年院内

の 少年 の 語 り方を題材 に，少年 の 自己 を 「管理 」

するテ ク ノ ロ ジ
ー

につ い て 明 らか に した。

　とこ ろで ， 少年院に収容される非行少年に注

目すると，彼 らは少年院外部か ら内部に参入 し，

再び外部に戻 っ てい くとい うプロ セ ス を経て生

活空間を形成 して い る。 彼 らは ， 少年院入院以

前に は逸脱行為を繰 り返すこ とで，少年院で経

験す る，管理 された生活とは異な っ た，日常生

活を営んで きたはず で ある。 そ うで あるにも関

わ らず，少年院に収容され て い る少年 た ち は，

管理 された 日常生活 へ の適応を達成して い く。

　果た して 少年院へ の適応 は，い か に して 可能

で あっ た の だろうか。そ して，その こ とは，退

院後の 少年に とっ て，どの よ うな帰結をもた ら

す の だろ うか。

　こ の よ うな問 い を 明 らか にするた め に も，本

報告 で は少年院入院経験者が少年院における

「管理」 につ い て
，

い か なる意味づ けを行 っ て

い たの か にっ い て 問う。その うえで，少年院に

お け る 「管理 」 の テ ク ノ ロ ジーにつ い て，新た

な視角を提示する。

3．調査の概要

　筆者 は 2011年 7 月 よ り少 年院入 院経験者を

対象に，半構造化面接 の 形式で イ ン タ ビ ュ
ー
調

査を行 っ て い る。

　イ ン タ ビ ュ
ー

は，20代後半 か ら 30 代前半の

男 1生かつ 有職者を対象 に それぞれ 2 時間程度実

施 した。い ずれも 1 回の イ ン タ ビ ュ
ー

で ある。

イ ン タ ビ ュ
ー

で は ， 少年院 で の 経験を経て ，
い

か に して現在の地位に辿り着い た の か，とい う

それぞれ の ス トーリーが得られ た。

　ただ し本報告 で は，少年が少年院の教育に対

して 行 う意味づ けにつ い て 明らか に す る こ とを
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課題と して設定 したため，イ ン タ ビ ュ
ー

デ
ー

タ

の うち，少年院生活につ い て 聞き取っ た部分を

主な分析対象とする。

4．「置き換え」による適応一少年院による 「管

　理 」 と非行仲間による 「管理 」 の 接合一

こ こ で は，少年院 の 「管理」 に積極的に順応 し

て い た ユ ウヤ さん とカ ズ さん の 事例を挙げる。

ユ ウヤ さんとカズ さん の語 りで共通 して い た こ

とは，少年院内で の体育活動で あ る 「筋 トレ 」

と学習活動 で ある 「勉強 」 に真面 目に 取 り組 ん

でい た とい うこ とである。以下にはまず 「筋 ト

レ 」 に対する意味づけにつ い て提示 する。

　ユ ウヤ さん とカズ さん は，少年院で の 「筋 ト

レ」 を，ケ ン カに負けない 身体造 りの ために利

用 してい たと語 っ た。

　またユ ウヤさんは，非行仲間が少年院か ら帰

っ て くるのを見 て，「ごっ つ くなっ て帰っ て き

た 」，「ち ょ っ と した こ と じゃ 弱音吐か な くな る

し， 根性 がつ い て くる」 と感 じた とい う。 少年

院入院経験は，非行仲間の うちで 「ケ ン カ に強

そ うな」 心身 の変革と して経験されて い るよう

で あ る。こ の こ とを踏まえる と，少年院は 非行

仲間の間で も，
「望ま しい 変容 」の 場 として の解

釈が共有され て い たとい える。

　次に，「勉強」に対する意味づけにつ い て で あ

る。

　ユ ウヤ さんは ， 2 回目の 少年浣に収容 された

ときは，読書や日々 の 作業に熱中して い た とい

う。ただし，その動機に つ い て は 「真面目に な

ろ うとか じゃ な く て も う，不 良の エ リ
ー

トみ た

い なの になろ うっ て の があ っ て（中略）っ て かそ

の ，ほ ん とに悪い 世界で ずっ と上が っ て い こ う

と思 っ た ら，やっ ぱバ カ じゃ絶対上がっ て い け

ない ん ですよ凝 」 と語 っ た。

　少年院の教育プ ロ グラム は ， 被収容者である

少年が より 「健全な」 社会生活を送るために用

意 されてお り，社会で役に 立っ 能力の育成が求

め られ て い る （法務省矯正 局，1993，p．135）。そ

して ，
ユ ウヤ さんにとっ て も，少年院 の 教育は，

社会生活で役に 立つ ための プ ロ グラム として経

験され て い る。だが，ユ ウヤ さん に とっ て の 「社

会生活」 とは 非行仲間集団に お ける 生活 の こ と

を指 して い るため，少年院は 「不良の エ リ
ー

ト」

になるための 能力生成の 場と して解釈され て い

た 。

　また，カ ズ さんも 「どうせ 1 年（少郷 完の 中に）

おるん だ っ たら，なん か変わらな損だなあ と思

っ て。外にお るや つ も 1 年間成長し とる し一，

1 年中に入 っ とっ て も成長しんで時が止ま っ と

っ た ら追 い 抜かれ ち ゃ うじゃ な い す か や っ ぱ

り。」 と語 り，少年院で生活 を送る自己と，外部

社会で 生活を送る非行仲間を比較して い た。

　これ らの 語 りを踏まえる と， 非行少年に とっ

て 少年院とは，非行仲間との 差異化を試みるた

めの 場と して 「置き換え」 可能な場であると捉

え る こ とがで きる。

5，結論

　本報告 を通 して得 られた知見は ， 少年および

生活環境を 「管理 」するための 少年院の テ ク ノ

ロ ジーは，少年が施設外部の非行仲間との関係

を参照す る こ とで，強固に 細 寺される側面が あ

る，とい うこ とである。この こ とか ら，少年院

教育は，少年が非行仲間うちで の 経験と関連づ

けた ときに，成立する の で あり， したがっ て ，

少年院 に おける 「管理 」 は，施設外部の 非行仲

間によっ て成立 して い る，とい え る。

　さらに，少年が非行仲間うちで共有された規

範と少年院における 「管理 」 の 経験 を接合させ

る こ とで ， 少年院内で実践され て い る 「管理 」

の 枠組み が，外社会にお い て も有効で あると見

る こ とがで き る。この よ うに，少年院の 教育に

よる犯罪 リス ク削減の ための 「管理 」 は施設内

部 の みにお い て，少年に作用するの で はなく，

施設外部社会にも連続 して少年お よ び，非行仲

間に作用 して い るとい える。

※参考文献は発表当日，配布資料に示す。
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